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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 福本 義之 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は、想定外の地震動にも的確に対応するために、冗長性やロバスト性に富んだ
建物構造システムとして、耐震建物間の連結構造システムや、基礎免震と連結制振を組み合わ
せたハイブリッド型の新しい構造システムを提案したものである。得られた主な成果は次の通
りである。 
 
１． 連結制振構造を有する実在の超高層建物において実測された地震観測データを用いて、解析
モデルのパラメター設定に関する検討を行い、連結ダンパーの建物への設置状況の詳細を考
慮することの重要性や、モード減衰の設定の仕方、さらにはダンパーそのものや周辺部材の
剛性などを考慮することの重要性を明らかにした。 
２． ２棟の耐震建物をオイルダンパーで連結した連結制振建物に対する地震入力エネルギーを振
動数領域で定式化し、エネルギー伝達関数という量を導入することにより、地震入力エネル
ギーを有効に表現できることを明らかにした。さらに、連結制振建物全体のエネルギー伝達
関数の面積は連結ダンパー量に関係なく一定となることを明らかにし、連結制振建物全体の
エネルギー伝達関数は各建物と連結ダンパーに関してそれぞれ定義されるエネルギー伝達関
数の和で表現されることを明らかにした。 
３． 断層近傍地震動を近似したダブルインパルスと、長周期・長継続時間地震動を近似したマル
チインパルスを考え、前述のエネルギー伝達関数とダブルインパルスおよびマルチインパル
スのフーリエ振幅の積の振動数領域での積分を考えることにより、連結制振構造にとって最
悪となる地震動入力の特徴（インパルス間隔）を明らかにした。また、最悪となる地震動は、
どのような構造体（部分構造）を対象とするかにより異なるものとなることを明らかにした。 
４． もう一つの構造システムとして連結制振構造と免震構造を組み合わせたハイブリッド構造シ
ステムを考え、この構造システムは２棟の耐震構造建物を連結したシステムよりもロバスト
性と冗長性に優れていることを明らかにした。さらに、前述のエネルギー伝達関数の振動
数領域における面積を考えることにより、最適なダンパー量と配置が求められることを明ら
かにした。定点理論に基づく既往の研究の最適ダンパー量と比較し、提案する方法の妥当性
を明らかにした。 
 
以上の内容を要約すると、本論文は、種々の幅広い特性を有する地震動にも対応可能
な冗長性やロバスト性に優れた建物構造システムとして、耐震建物間の連結構造システム
や、基礎免震と連結制振を組み合わせたハイブリッド型の新しい構造システムを提案したもので
あり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の
学位論文として価値あるものと認める。また、平成２９年６月２６日、論文内容とそれ
に関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たして
いることを確認し、合格と認めた。 
 
